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広報誌

吾妻事務所「ふれあい学習」推進地区指定事業
『貝堀体験：アサリば掘ってみゅ～で！有明海ば食べてみゅ～で！』



２雲仙市社協だより
「にじ」第25号

　雲仙市社会福祉協議会は、住民の皆様が安心して生活できる福祉社会実現のために、関係諸機関・
団体等と緊密な連携を図りながら、地域福祉活動、公的介護保険事業、市受託事業、老人及び障害者
・母子父子福祉事業を積極的に推進すると共に、住民の福祉ニーズを的確に捉え、対応できる組織体
制と即応できる地域福祉体制の進展を図ります。
　一方、「公的介護保険事業」及び「介護予防事業」の積極的な取り組みを行い、その目的である公
益性を高めると共に効率的な運営を図るために事業所の統合を推進いたします。
　さらに、住民への社会福祉協議会の運営、活動状況等の情報公開及び住民の参加のための援助や企
画及び立案を行い、福祉活動の発展充実のため以下の諸事業を展開します。

【基　本　方　針】

　　　　　　【重　点　事　項】
　　１．雲仙市社会福祉協議会の組織整備と機能充実
　　２．地域福祉事業の推進
　　３．市受託事業を中心とした在宅福祉事業の推進
　　４．公的介護保険事業及び介護予防事業の健全経営と
　　　　組織の統合
　　５．社協職員の資質向上

２．地域福祉活動の推進
（１）　地域住民の福祉ニーズ等の調査及び把握
（２）　第２回雲仙市社会福祉大会開催
（３）　福祉相談事業の充実
（４）　シルバー人材事業の拡大と組織整備
（５）　地域福祉権利擁護事業
（６）　情報公開の強化（雲仙市社協ホームページ運
　　　　営、社協広報誌「にじ」の充実）
（７）　地域福祉活動計画案の作成
（８）　小地域福祉推進費助成事業
（９）　福祉推進員活動助成事業

４．公的介護保険事業及び介護
　　予防事業の健全経営

（１）　居宅介護支援事業、介護予防事業
（２）　通所介護事業、介護予防事業
（３）　訪問介護事業、介護予防事業
（４）　公的介護保険事業の運営
　　　　及び組織等の再構築

１．組織機能の強化
（１）　財政基盤の強化
（２）　社協組織及び施設整備
（３）　会員制度の充実及び加入の促進

３．市受託事業の推進
（１）　地域支援事業（いきいきサロン事業、
　　　　食の自立支援事業）
（２）　福祉施設管理運営（瑞穂ヘルシー会館
　　　　吾妻老人憩の家・千々石老人福祉セン
　　　　ター橘荘・木場保育所・木場ふれあい
　　　　センター・下峰児童館・小浜老人福祉
　　　　センター）
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６．障害者福祉活動の推進
（１）　障害者居宅介護事業
　　　（身体・知的・精神障害者ホームヘルプサービス事業）
（２）　地域生活支援事業（移動支援事業）
（３）　障害者社会適応訓練事業、障害者生活訓練事業
（４）　障害者支援事業

10．募金活動及び配分金事業の推進
（１）　赤い羽根共同募金運動、歳末たすけあい運動の推進
（２）　赤い羽根共同募金配分金等事業（老人福祉活
　　　　動、障害者等福祉活動、児童等福祉活動、母
　　　　子等福祉活動、福祉育成援助活動、ボランテ
　　　　ィア育成援助活動）の推進

８．ボランティア活動の推進
（１）　ボランティアの育成、登録、斡旋
（２）　ボランティア活動のための企画、連絡、調整
（３）　ボランティア連絡協議会の支援強化

９．低所得者福祉対策の推進
（１）　福祉資金貸付事業
（２）　生活福祉資金貸付事務の受託
（３）　高齢者・障害者住宅整備資金貸付事務の受託

11．その他の事業
（１）　日赤及び奉賛会事務局設置
（２）　関係機関、福祉団体等との連携及び協力

５．老人福祉活動の推進
（１）　高齢者生きがいづくり事業
（２）　高齢者ふれあい給食事業
（３）　高齢者福祉スポーツ事業
（４）　高齢者支援事業
（５）　要援護老人等安心箱配布事業及び安否
　　　　確認事業の推進

７．児童及び母子寡婦等福祉
　　活動の推進

（１）　保育園の設置運営
（２）　福祉教育支援、福祉体験事業
（３）　学校等図書配布事業
（４）　青少年健全育成支援事業
（５）　子育てサロン支援事業
（６）　母子寡婦等支援事業

・五月病を乗り切るために
　　　疲れたなと感じたら、無理に頑張ろうとせずに
　　休みましょう。　自分の好きな事をしたり、のん
　　びりし、ホッとできる時間を持ち「自分らしさ」
　　を取り戻しましょう。
　　　家族や友人に悩みを話したり、愚痴をこぼすこ
　　とも大事です。話しているうちに、自分が何を悩
　　んでいたか心が整理され、柔軟に現実に対処でき
　　るようになることも多いのです。

・家族や友人はどう接すれば
　　　元気がなくなったり、ふさぎこんでいる人が身
　　近にいると、「怠けている」「根性がない」と叱
　　ったり、「頑張れ」と励ましたりしがちです。と
　　ころが、これはかえって逆効果のようです。「分
　　かっているのにできない」という本人のつらさを
　　受け止め、そっと見守りましょう。そして本人の
　　話をゆっくりと聞いてあげましょう。

　入学・入社をする前に、期待して抱いていたイメージと現実
との違いに「こんなはずはなかった」と失望することが、まず
あげられ、一旦落ち込んだ気分になると、目の前の学業、仕事
の流れに乗れず、五月ごろになると体と心に疲れが溜まってき
て、症状が出るようになるそうです。
　⇒五月病の症状
　　・精神的な症状
　　　　やる気が出ない。イライラする。憂鬱になる。
　　　　焦りや不安を感じる。何をするにも億劫に感じる。
　　　　学校や職場に行きたくなくなる。
　　　　周りの出来事に関心がなくなる。
　　・身体的な症状
　　　　朝起きられなくなる、夜なかなか寝付けない。
　　　　免疫力の低下により、病気にかかりやすくなる。
　　　　食欲不振、頭痛、めまい、動悸など
※なりやすい性格としては、几帳面で、真面目に物ごとを考え
　る人、勤勉で、周囲に気遣いをする人などがあげられ、また、
　心の準備を十分にしないで新しい生活に入ってしまった人も、
　要注意だそうです。

　「五月病」という名前はよく知られていますが、この名前はマスコミ用語としての呼称であり、医
学的用語ではなく、主に新入生・新入社員などが連休明けの五月ごろに陥る無気力・無関心・無感動
などの状態を一般に「五月病」といっているそうです。

ちょっとひと息 ～ 五月病について ～
ごがつびょう
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収入の部支出の部

会費収入：5,817,000円
　一般会費、賛助会費、特別会費

寄附金収入：8,095,000円
　一般寄附、香典返し寄附

経常経費補助金収入
　：105,917,000円
　国庫補助金収入、市区町村補助
　金収入

助成金収入：486,000円
　都道府県社協助成金収入等

受託金収入： 72,290,000円
　都道府県受託金収入、市区町村受託金
　収入、都道府県社協受託金収入

事業収入：28,396,000円
　参加費収入、利用料収入等

貸付事業等収入：1,500,000円
　償還金収入

共同募金配分金収入
　：7,266,000円
　一般募金配分金収入、歳末たすけあい
　配分金収入

負担金収入：835,000円

介護保険収入：415,827.000円
　居宅介護料収入、居宅介護支援介護料
　収入、利用者等利用料収入等

自立支援費等収入：5,910,000円
　介護給付費収入、利用者負担金収入

補助事業等収入：282,000円
　利用者負担金収入等

運営費収入：18,666,000円
私的契約利用料収入
　：1,906,000円
雑収入：127,000円

経理区分間繰入金収入
　：49,436,000円
積立預金取崩収入：8,500,000円

前期末支払資金残高
　：49,554,000円

受取利息配当金収入
　：1,001,000円

人件費支出
　：506,629,000円
　役員報酬、職員俸給、職員諸手当
　非常勤職員給与、退職金、退職共
　済掛金、法定福利費

事務費支出：36,277,000円
　福利厚生費、旅費交通費、研修費、
　消耗品費、器具什器費、印刷製本
　費、水道光熱費、修繕費、通信運
　搬費、会議費、広報費、業務委託
　費、手数料、損害保険料、租税公
　課、渉外費、諸会費、雑費

事業費支出：149,092,000円
　諸謝金、旅費交通費、消耗品費、
　器具什器費、印刷製本費、水道光
　熱費、車輌費、燃料費、修繕費、
　通信運搬費、会議費、広報費、業
　務委託費、手数料、損害保険料、
　賃借料、土地・建物賃借料、租税
　公課、給食費、保健衛生費、被服
　費、教養娯楽費、保育材料費、雑費

貸付事業等支出
　：1,500,000円
共同募金配分金事業費
　：9,851,000円
　一般募金配分金事業費、歳末たす
　けあい事業費

助成金支出：5,457,000円
経理区分間繰入金支出
　：49,436,000円
固定資産取得支出及び繰入支出
　：1,738,000円
積立預金積立支出
　：8,800,000円
その他の支出：13,031,000円

収入合計は、
781,811,000円です。
支出合計は、
781,811,000円です。
この予算に沿って各事業
が行われるんだね！

雲仙市社会福祉協議会 、
平成20年度の収支予算書
です。こんな風に予算 が
組まれているんだね～



５ 雲仙市社協だより
「にじ」第25号

ボランティアさん いらっしゃ～い！
よ り 、 い き い き サ ロ ン 事 業 の
説 明 の 中 に 、 高 齢 化 社 会 の 到
来 に よ り 一 人 暮 ら し の 老 人 の
在 宅 生 活 に 、 身 体 的 、 精 神 的
不 安 を 軽 減 し 、 安 心 し て 自 立
し た 生 活 が 出 来 る よ う に 高 齢
者 に 関 心 と 理 解 を 深 め る た め
、 い き い き サ ロ ン を も っ て ボ
ラ ン テ ィ ア 育 成 を 目 指 す 事 業
で あ る 事 を 聞 き 、 副 館 長 会 計
婦 人 部 長 な ど と 協 議 し た 結 果
、 婦 人 部 活 動 と し て 館 長 、 副
館 長 会 計 も ボ ラ ン テ ィ ア と し
て 協 力 す る 事 で 、  平 成 1 4 年
7 月 よ り 第 三 木 曜 日 を 定 例 日
と 決 め 発 足 し た 中 、 い ろ い ろ
な 方 と の 出 会 い ふ れ 合 い の 大
切 さ を 知 ら さ れ ま し た 。
◆ 現 在 ど の よ う な ボ ラ ン テ ィ ア
活 動 を さ れ て い る の で す か ？
　 私 達 の い き い き サ ロ ン で は
一 人 暮 ら し の 老 人 が 多 い た め
一 、 一 人 で は わ ざ わ ざ 作 る 事

　  山 下 一 利 さ ん

寺 ノ 元 い ち ょ う 会
（ 雲 仙 市 千 々 石 地 区 ）

　 　 が な い 昔 風 の 材 料 の 料 理
　 　 な ど を 出 そ う
一 、 来 ら れ る 老 人 に 負 担 を か
　 　 け な い よ う に し よ う
一 、 楽 し く 会 話 が で き 、 ま た
　 　 行 き た い と 思 う よ う に
な ど を 申 し 合 わ せ 、 自 治 会 な
ど に も 野 菜 な ど の 提 供 を 呼 び
か け 、 婦 人 部 が 料 理 受 け 持 ち
、 男 性 ボ ラ ン テ ィ ア は 毎 月 の
血 圧 測 定 、 ６ 月 生 花 の 時 は 花
器 作 り 、 ７ 月 七 夕 の 竹 切 、 ９
月 敬 老 会 は カ ラ オ ケ 、 皿 廻 し
な ど 。 自 治 会 内 の 婦 人 の 方 に
日 本 舞 踊 な ど 、 料 理 の 方 も 紅
白 万 十 、赤 飯 な ど で 祝 い ま す 。
◆ こ れ か ら ボ ラ ン テ ィ ア 活 動
を 始 め て み よ う と お 考 え の 方
へ 一 言 お 願 い し ま す 。
　 始 め は 少 し の 時 間 で で も 顔
を 出 し て い た だ け れ ば 、 慣 れ
て き て 理 解 出 来 る よ う に な り
ま す 。

◆ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 始 め た
　 　 　 キ ッ カ ケ は 何 で す か ？
　 私 達 寺 ノ 元 自 治 公 民 館 で は
年 度 始 め の 運 営 委 員 会 に 於 て
、 公 民 館 講 座 、 老 人 部 、 婦 人
部 、 子 供 会 な ど 活 動 の 協 議 を
し て い る 中 、  平 成 1 4 年 社 協

１
VOLUNTEER
ボランティア活動って何？

① 日 々 の 生 活 の 中 で
　 自 然 に 取 り 組 む 活 動 で す 。
　 　 特 別 に 「 ボ ラ ン テ ィ ア 」
　 活 動 と い う も の が あ る の で
　 は な く 、 生 活 （ 学 校 ・ 家 庭
　 等 ） の 中 で 自 然 に 取 り 組 め
　 る も の で す 。

② 人 間 と し て あ た り ま え の 行
　 為 で あ り 、 誰 か に 強 制 さ れ
　 て や る も の で は あ り ま せ ん 。
　 　 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を す る
　 の が 特 別 に エ ラ イ の で は な
　 く 、 本 来 人 間 と し て 当 然 の
　 こ と を 自 分 の 意 志 で 取 り 組
　 む に す ぎ ま せ ん 。

③ 結 果 と し て 自 分 の 人 生 を 豊
　 か に し て く れ る も の 。
　 　 な に か 利 益 を 期 待 し て 行
　 う も の で は あ り ま せ ん が 、
　 結 果 と し て あ な た 自 身 の 人
　 生 を 豊 か に し て く れ る も の
　 で も あ り ま す 。

　 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 は 「 だ れ も が 人 間 ら し く 豊 か に 暮 ら し て い け る 社 会 を め ざ
し て 、 そ れ ぞ れ が 自 分 の 身 近 な と こ ろ で 、 日 々 の 生 活 の 中 で で き る こ と を 考 え 、
自 発 的 に 行 動 に 移 し て い く こ と 」 だ と 言 っ て い い で し ょ う 。

④ 誰 も が 人 間 ら し く 豊 か に 生
　 き る た め に 、 お 互 い に 助 け
　 合 い ま し ょ う 。
　 　 誰 で も 困 っ た 人 を 助 け 、
　 ま た 自 分 が 困 っ た 時 は 助 け
　 て も ら う 。 あ な た 自 身 も そ
　 の 一 人 で す 。

⑤ 自 分 一 人 だ け の 取 り 組 み か
　 ら 「 友 人 と 一 緒 に 活 動 」 へ 。
　 　 活 動 は み ん な に 関 係 す る
　 こ と で す か ら 、 自 分 一 人 で
　 な く 、 で き る だ け た く さ ん
　 の 友 人 と 一 緒 に 考 え 、 活 動
　 し た ほ う が い い で し ょ う 。

⑥ ど ん ど ん 広 が る
　 　 　 　 ボ ラ ン テ ィ ア
　 　 ボ ラ ン テ ィ ア は 自 由 な 行
　 動 で す 。 小 さ な こ と か ら 始
　 め た 活 動 も 、 あ な た 次 第 で
　 大 き く 広 が る 可 能 性 を 秘 め
　 て い ま す 。
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O
 

P
 

I
 

C
 

S

６

　

３
月
５
日
（
水
）
瑞
穂
町
の
岩
戸
小

学
校
で
、
子
供
ヘ
ル
パ
ー
の
修
了
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の　

名
の

児
童
が
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
の
交

流
や
、
高
齢
者
の
お
宅
へ
訪
問
し
て
の

清
掃
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
子
供
ヘ
ル

パ
ー
の
４
つ
の
誓
い
を
胸
に
、
一
年
間

地
域
の
た
め
に
頑
張
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
度
６
年
生
の
児
童
６
名
が
、
小
学
校
の
卒
業
と
と

も
に
子
供
ヘ
ル
パ
ー
の
修
了
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
全
員
が
活
動
報
告
を
行
い
、
地
域
の
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
や
岩
戸
地
区
の
民
生
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長

な
ど
も
出
席
さ
れ
、
子
供
達
が
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
覚
え

た
歌
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
月　

日
（
日
）
南
串
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

災
害
が
発
生
す
る
前
か
ら
災
害
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関

す
る
知
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

国
内
外
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
い
る
特
定
非
営
利
活
動

法
人
島
原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

の
旭
芳
郎
理
事
長
か
ら
災
害
発
生

時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域

に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
の
講
話

を
聴
き
、
避
難
食
の
調
理
や
試
食
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
地
域
み
ん
な
で
支
え
あ
う
体
制
作
り

が
必
要
だ
」
「
日
頃
か
ら
避
難
場
所
へ
の
経
路
を
確
認
す
べ

き
だ
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
災
害
に
つ
い
て
再
考
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月　

日
（
木
）
雲
仙

市
母
子
寡
婦
福
祉
会
瑞
穂

支
部
の
協
力
で
瑞
穂
町
内

の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等

に
手
づ
く
り
の
弁
当
が
配

ら
れ
ま
し
た
。

　

春
分
の
日
に
配
達
す
る

の
が
恒
例
と
な
っ
て
お
り
、

春
を
告
げ
る
弁
当
と
し
て
、

た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

３
月
３
日
（
月
）
、

北
野
保
育
園
に
お
い
て

園
児
お
楽
し
み
の
ひ
な

祭
り
を
行
い
ま
し
た
。

保
育
園
の
近
所
に
あ
る

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
を
お
招
き
し
、
和

太
鼓
の
発
表
や
園
児
み

ん
な
で
歌
を
歌
っ
た
り

楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

　

大
き
な
７
段
飾
り
の

雛
人
形
の
前
で
は
お
じ

い
ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
も
園
児
達
も
み
ん

な
お
雛
様
と
お
内
裏
様

の
よ
う
な
笑
顔
で
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

３
月　

日
（
土
）
国
見
町
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
少
年

少
女
探
偵
団
の
活
動
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
自
分
た
ち
で
考
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て

、
高
齢
者
や
障
害
者
、
世
界
の
子
供
た
ち
の
問
題
を
は
じ

め
、
環
境
問
題
な
ど
、
町
内

外
の
様
々
な
課
題
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
た
め
に　

人

で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

発
表
会
で
は
、
団
員
一
人

ひ
と
り
が
活
動
の
中
で
感
じ

た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

結
団
式
か
ら
一
年
、
活
動

を
通
し
て
、
子
供
た
ち
の
成

長
ぶ
り
が
実
感
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
中
で

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
少
年
少
女
探
偵
団
で
得
た
福
祉
の
心
が

大
い
に
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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「
ふ
れ
あ
い
学
習
」

　
　
　
〜
貝
堀
体
験
〜

卒
園
式

入
園
式

共
募
車
イ
ス
配
分

黄
色
い
帽
子

　

３
月　

日
、
（
火
）
「
ふ

れ
あ
い
学
習
」
推
進
地
区
指

定
事
業
（
県
補
助
）
の
一
環

と
し
て
、
吾
妻
町
内
児
童
を

対
象
に
し
て
、
貝
堀
体
験
を

開
催
し
ま
し
た
。
予
定
し
て

い
た
参
加
者
数
も
す
ぐ
に
い

っ
ぱ
い
に
な
り
、
た
く
さ
ん

の
方
々
が
ア
サ
リ
掘
り
に
夢

中
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
し

た
子
ど
も
達
は
ア
サ
リ
を
掘

る
難
し
さ
と
海
で
遊
ぶ
こ
と

の
楽
し
さ
を
体
い
っ
ぱ
い
で
体
験
し
ま
し
た
。

「
ア
サ
リ
て
思
た
ら
、
石
や
っ
た
～
・
・
・
」

　

３
月　

日
、
（
水
）

下
峰
児
童
館
に
お
い
て

卒
園
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
に
保
育

証
書
が
渡
さ
れ
今
年
は

７
人
の
園
児
が
卒
園
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

長
年
親
し
ん
だ
下
峰

児
童
館
と
の
お
別
れ
に

涙
を
流
す
子
ど
も
も
い

ま
し
た
が
、
嬉
し
さ
半

分
、
淋
し
さ
半
分
の
職

員
で
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
１
年
生
で
す
。
元
気
い
っ
ぱ
い
で

小
学
校
に
通
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

卒
園
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
般
歳
末
た
す
け
あ
い
（　
　
　

歳
末
た
す
け
あ

い
、
長
崎
新
聞
社
歳
末
た
す
け
あ
い
）
募
金
に
よ
る

福
祉
機
器
の
配
分
で
吾
妻
事
務
所
に
車
椅
子
を
２
台

受
領
し
ま
し
た
。
長
崎
県
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
心

の
こ
も
っ
た
募
金
が
県
内
の
福
祉
施
設
、
福
祉
団
体
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議

会
吾
妻
事
務
所
に
お
い
て

も
、
今
回
頂
い
た
車
椅
子

を
、
福
祉
機
器
の
無
料
貸

出
事
業
、
小
中
学
校
に
お

け
る
福
祉
体
験
学
習
等
に

活
用
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

　

４
月
１
日
（
火
）
北
野
保
育

園
に
お
い
て
入
園
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
の
た
く
さ
ん
の

思
い
出
は
胸
の
中
に
し
ま
い
、

こ
れ
か
ら
ま
た
新
し
い
そ
し
て

す
ば
ら
し
い
思
い
出
を
お
友
達

と
一
緒
に

た
く
さ
ん

作
っ
て
ほ

し
い
と
思

い
ま
す
。

　

入
園
、

お
め
で
と

う
ご
ざ
い

ま
す
。

　赤い羽根共同募金等による共同募金配分金
を財源として、雲仙市社会福祉協議会より、
雲仙市内の小学校にこの春入学する新入学児
童に対して、交通安全の黄色い帽子を配布し
ました。
　雲仙市内における今年の新入学児童は478
名です。黄色い帽子を被った児童を見かけら
れましたら、普段よりもより一層の交通安全
の意識をよろしくお願いします。地域の皆さ
んで地域の子
ども達を犯罪
や交通事故か
ら守っていき
ましょう。

７

　この黄色い帽子には１年間傷害保険がかけられています。
対象となる児童は、今回黄色い帽子の配布を受けた児童です。
　詳しいお尋ね等は、雲仙市社会福祉協議会各事務所まで！
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『弁護士相談所』では、相続・離婚・金銭トラブルなど日常生活上の法律問題について、弁護士が

「無料」で相談に応じます。皆様の秘密は守られますので、どんなことでも気軽にご相談ください。

相談所開設時間　13：30・17：00

弁護士相談所開設日程弁護士相談所開設日程弁護士相談所開設日程

５月１５日（木）

５月２１日（水）

５月２９日（木）

６月１１日（水）

６月１８日（水）

６月２６日（木）

７月  ２日（水）

７月１７日（木）

７月２３日（水）

開　設　日  場　　　　所 相　談　員

鍛 治 大 輔 先 生

小 林 清 隆 先 生

森 本 精 一 先 生

小 林 清 隆 先 生

小 林 清 隆 先 生

鍛 治 大 輔 先 生

小 林 清 隆 先 生

森 本 精 一 先 生

小 林 清 隆 先 生

小 浜 老 人 福 祉 セ ン ター

吾 妻 就 業 改 善 セ ン ター

南 串 山 保 健 福 祉 セ ン ター

愛 野 保 健 福 祉 セ ン タ ー

国 見 町 総 合 福 祉 セ ン タ ー

千 々 石 老 人 福 祉 セ ン タ ー

瑞 穂 ヘ ル シ ー 会 館

小 浜 老 人 福 祉 セ ン ター

吾 妻 就 業 改 善 セ ン ター

小林清隆 先生：『幸 町法 律 事 務 所』

諫早市幸町7番27号 アスカビル2F

森本精一 先生、鍛治大輔 先生：『森本精一法律事務所』

諫早市高城町5番10号諫早商工会館4階

相談が混み合ってきますので、少しでも早めに遅くとも
相談日の２日前までに本部事務所（TEL.0957-36-3766）
へ必ず電話で相談の予約をして、ご来所ください。

相談は、１件（１組）３０分以内とし、１日に７件（組）まで
となります。

（２）

（１）

～弁護士相談に関する注意事項～

※雲仙市社会福祉協議会各事務所では、心配ごと相談も受付けております。

　暮らしや福祉・人権・家族・教育・住宅など、誰でも日常生活の中で抱えている心配ごとを、

あなたと一緒になって考え、解決するための方法を模索します。居住地外の方でも相談を受ける

ことができます。秘密は守られます！



９ 雲仙市社協だより
「にじ」第25号

　

平
成
二
十
年
二
月
十
六
日

　
　
　
　
　

～
四
月
十
日
受
付

◎
一
般
寄
附
（
見
舞
い
返
し
含
）

○　

本
部
事
務
所

　

▼ 

花 

柳 

蘭 

の 

会　

様　

南
島
原
市

　

▼ 

宮
中
献
穀
雲
仙
市
奉
賛
会　

様　

千
々
石
町　

瀬　

三　

男　

様　

小
無

○　

千
々
石
事
務
所

　

▼ 

森　

川　

江
美
子　

様　

森
馬

　

▼ 

中　

村　

定　

義　

様　

白
津

　

▼ 

宮　

本　

明　

義　

様　

白
新
田

　

▼ 

久
保
田　

幸　

枝　

様　

寺
ノ
元

　

▼ 

山　

本　

貞　

弘　

様　

下
岳

　

▼ 

町　

田　
　

孝　
　

様　

岡
東

　

▼ 

長　

畑　
　

勲　
　

様　

岡
東

○　

南
串
山
事
務
所

　

▼ 

雲
仙
市
立
南
串
第
一
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

四
年
生
一
同　

様

◎　

香
典
返
し
寄
附

○　

国
見
事
務
所

　

▼ 

宮　

崎　

常　

子　

様　

馬
場
第
一

　
　

 

故　

宮
崎　

大
典　

様

　

▼ 

金　

子　

龍　

吉　

様　

北
下
原
西

　
　

 

故　

金
子　

知
子　

様

　

▼ 

森　

瀬　

好　

子　

様　

北
下
原
東

　
　

 

故　

森
瀬　
　

久　

様

　

▼ 

井　

上　

ヤ
ス
ノ　

様　

下
古
賀

　
　

 

故　

井
上　

正
男　

様

　

▼ 

佐　

藤　
　

勇　
　

様　

川
東

　
　

 

故　

佐
藤　

袖
香　

様

　

▼ 

小　

林　

利　

光　

様　

船
津
中
央

　
　

 

故　

小
林　

一　
　

様

○　

瑞
穂
事
務
所

　

▼ 

東　
　
　

淳　

吾　

様　

大
川

　
　

 

故　

東　

ハ
ツ
エ　

様

　

▼ 

小　

島　

松　

一　

様　

伊
古

　
　

 

故　

小
島　

晴
美　

様

　

▼ 

岩　

田　
　

厚　
　

様　

船
津

　
　

 

故　

岩
田　

末
喜　

様

　

▼ 

前　

田　

美
保
子　

様　

大
川

　
　

 

故　

前
田　

登
美　

様

　

▼ 

宮　

崎　

直　

行　

様　

岡

　
　

 

故　

宮
崎
ミ
ツ
ヲ　

様

　

▼ 

岡　

本　

ハ
ル
エ　

様　

岡

　
　

 

故　

岡
本　

清
春　

様

○　

吾
妻
事
務
所

　

▼ 

高　

嶺　

千　

春　

様　

山
田
馬
場

　
　

 

故　

高
嶺　

和
法　

様

　

▼ 
馬　

場　
　

猛　
　

様　

大
木
場

　
　

 
故　

馬
場　

チ
ヨ　

様

　

▼ 

三　

丸　

次　

夫　

様　

平
木
場

　
　

 

故　

矢
島　

保
治　

様

　

▼ 

荒　

平　
　

隆　
　

様　

黒
仁
田

　
　

 

故　

荒
平
キ
ク
ヨ　

様

　

▼ 

尾　

首　

和　

一　

様　

萩
ノ
本

　
　

 

故　

尾
首　

章
一　

様

　

▼ 

加　

藤　
　

太　
　

様　

大
熊
二

　
　

 

故　

加
藤　
　

昇　

様

　

▼ 

木　

本　
　

惇　
　

様　

田
川
原

　
　

 

故　

木
本　

光
雄　

様

　

▼ 

ナ
カ
タ
マ
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

様　

長
崎
市

　
　

 

故　

木
本　

光
雄　

様

○　

愛
野
事
務
所

　

▼ 

松　

下　
　

勉　
　

様　

田
端

　
　

 

故　

松
下
キ
サ
エ　

様

　

▼ 

本　

田　

安　

由　

様　

有
明

　
　

 

故　

本
田　

庄
市　

様

　

▼ 

芦　

塚　

政　

美　

様　

新
崎

　
　

 

故　

芦
塚　

政
昭　

様

　

▼ 

富　

田　

幸　

子　

様　

浜
口

　
　

 

故　

富
田　

正
勝　

様

　

▼ 

尾　

上　

末　

義　

様　

新
町

　
　

 

故　

尾
上
ヨ
シ
ノ　

様

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
寄
附
金
は
、
各
事
務
所
（
各
町
）

に
お
け
る
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族
様
の
ご

厚
情
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
、

同
意
を
頂
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。

　

▼ 

田　

中　

末　

義　

様　

有
明

　
　

 

故　

田
中　

芳
枝　

様

　

▼ 

田　

中　
　

藏　
　

様　

桜
山

　
　

 

故　

田
中　

松
七　

様

　

▼ 

高　

谷　

正　

行　

様　

田
端

　
　

 

故　

高
谷　

國
冶　

様

○　

千
々
石
事
務
所

　

▼ 

堀　

川　

昌　

智　

様　

寺
ノ
元

　
　

 

故　

堀
川　

幸
代　

様

　

▼ 

村　

上　

正　

弘　

様　

己
ノ
鍔

　
　

 

故　

村
上　

キ
サ　

様

　

▼ 

松　

尾　

ミ
ド
リ　

様　

中
町

　
　

 

故　

松
尾　

幸
義　

様

　

▼ 

岩　

﨑　

正　

行　

様　

桂
ノ
迫

　
　

 

故　

岩
﨑
ス
サ
エ　

様

　

▼ 

田　

中　

広　

行　

様　

日
ノ
田

　
　

 

故　

田
中　

正
行　

様

　

▼ 

山　

本　

ハ
ナ
ヱ　

様　

上
野
田

　
　

 

故　

山
本　

恭
隆　

様

　

▼ 

中　

村　

愛　

子　

様　

上
野
田

　
　

 

故　

中
村　

孝
一　

様

　

▼ 

田　

浦　

明　

美　

様　

下
塩
浜

　
　

 

故　

田
浦　

幸
光　

様

　

▼ 

城　

代　

信　

三　

様　

神
ノ
下

　
　

 

故　

城
代
ナ
ツ
ヨ　

様

　

▼ 

城　

代　

義　

洲　

様　

寺
ノ
元

　
　

 

故　

城
代
マ
サ
ヨ　

様

　

▼ 

岩　

永　

順　

子　

様　

桂
ノ
迫

　
　

 

故　

岩
永　

一
利　

様

　

▼ 

林　

田　

水　

枝　

様　

岡
東

　
　

 
故　

林
田　

政
紀　

様

○　

小
浜
事
務
所

　

▼ 
杉　
　
　

武　

侯　

様　

羽
毛
合

　
　

 

故　

杉　
　

友
雄　

様

　

▼ 

野　

中　

し
の
ぶ　

様　

福
岡
県

　
　

 

故　

梅
﨑　

順
子　

様

　

▼ 

林　

田　

寿　

子　

様　

浜

　
　

 

故　

林
田　

省
吾　

様

　

▼ 

石　

橋　
　

寛　
　

様　

山
ノ
上

　
　

 

故　

石
橋　

一
允　

様

　

▼ 

松　

尾　

タ
ツ
代　

様　

浜

　
　

 

故　

松
尾　

義
美　

様

　

▼ 

津　

田　
　

力　
　

様　

北
村

　
　

 

故　

津
田　

静
子　

様

　

▼ 

森　

田　

正　

明　

様　

上
方

　
　

 

故　

森
田
ミ
サ
ヲ　

様

　

▼ 

宅　

島　

寿　

雄　

様　

上
脇

　
　

 

故　

宅
島
サ
キ
ヨ　

様

　

▼ 

吉　

田　

綱　

義　

様　

東
小
浦

　
　

 

故　

吉
田　

喜
代　

様

○　

南
串
山
事
務
所

　

▼ 

増　

田　

鎭　

雄　

様　

椎
木
川

　
　

 

故　

増
田
ス
ミ
子　

様

　

▼ 

岡　

本　

光　

慶　

様　

坂
上
奥

　
　

 

故　

岡
本　

慶
子　

様

　

▼ 

原　

田　

彰　

一　

様　

上
木
場

　
　

 

故　

原
田　

康
昌　

様

　

▼ 

木　

村　

哲　

郎　

様　

塚
ノ
山

　
　

 

故　

木
村　

武
市　

様

　

▼ 

松　

本　

政　

光　

様　

椎
木
川

　
　

 

故　

松
本
ト
ミ
エ　

様

※
前
号
の
「
善
意
の
御
寄
附
」
に
お
い
て
、

　

間
違
い
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
訂
正

　

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

○ 

吾
妻
事
務
所

誤 

▼ 

佐
々
木  

正 

光  

様 

牛
口
東

　
　

  

故 

佐
々
木
勝
久 

様

　
　
　
　
　

↓

正 

▼ 

佐
々
木  

正 

光  

様 

牛
口
東

　
　

  

故 

佐
々
木
克
久 

様



「
こ
の
広
報
誌
は
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

会
費
・
寄
附
金
に
よ
り
作
成
し
て
い
ま
す
」

日本赤十字社社資募集のお願い

長崎県戦没者慰霊奉賛会奉賛金
納入のお願い

お知らせと紹介

　本年度も５月１日より３１日
までの１ヶ月間、日本赤十字社
社資募集月間が始まります。み
なさんのご協力をお願いいたし
ます。
日赤社資：4４0円/１世帯
日本赤十字社長崎県支部雲仙市地区

　雲仙市戦没者慰霊奉賛会では、
奉賛金の勧募を行います。
　奉賛金は、英霊に対する感謝
の誠を捧げるべく、慰霊行事等
に使われます。趣旨等をご賢察
頂き、ご協力を賜りますようよ
ろしくお願い申し上げます。
奉賛金：６0円/１世帯

＊平成２０年度より雲仙市社会
　福祉協議会にて日赤社資及び
　奉賛金を一緒に受付させて頂
　きます。

ちょこっと
いい話

社会福祉法人

雲仙市社会福祉協議会
〒854-0302　雲仙市愛野町乙526番地
TEL 0957-36-3766   FAX 0657-36-3768
E-mail unzen-swc@trad.ocn.ne.jp

編集発行
国見事務所 TEL 0957-78-0596  千々石事務所 TEL 0957-37-2755
瑞穂事務所 TEL 0957-77-3670　小浜事務所 TEL 0957-75-0621
吾妻事務所 TEL 0957-38-3511　南串山事務所 TEL 0957-88-2143
愛野事務所 TEL 0957-36-0071

平成20年5月1日発行

第25号

　

自
宅
へ
の
帰
り
道
、
慌
し

く
な
る
夕
暮
れ
の
時
の
話
。

交
通
量
の
多
い
道
の
横
断
歩

道
で
高
齢
の
女
性
が
し
ゃ
が

み
こ
ん
で
い
ま
し
た
。
心
配

に
な
り
車
を
止
め
駆
け
寄
っ

た
と
こ
ろ
、
女
性
は
買
い
物

袋
を
落
と
し
た
だ
け
で
し
た
。
ホ
ッ
と
し
て
ふ
と

辺
り
を
見
る
と
、
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
車
を
止

め
て
駆
け
寄
っ
て
き
た
人
た
ち
！

一
人
は
交
通
整
理
を
、
一
人
は
落
と
し
た
買
い
物

袋
を
拾
い
、
一
人
は
そ
の
方
に
声
を
か
け
…
。
女

性
が
無
事
な
こ
と
が
わ
か
る
と
、
見
知
ら
ぬ
人
同

士
が
笑
顔
で
微
笑
み
あ
う
一
場
面

。
小
さ
な
「
福
祉
社
会
」
を
見
る

こ
と
が
で
き

な
ん
だ
か
心
が
和

む
一時
で
し
た
。

　

※
共
同
募
金
通
信
（
第
３
号
）
に
お
い
て
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
会
社
・
事
業
所
・

学
校
等
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
共
同
募
金
と
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
を
あ
わ
せ

て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご

了
承
下
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

長
崎
県
共
同
募
金
会
雲
仙
市
支
会

煮魚には梅干を の 巻

いろんなお魚で煮魚、

　　　　　　美味しかよねえ～。

ばってん、魚ば煮る時、もし生臭

かとの気になるごたったら、梅干

しを入れて一緒に煮てみんね。生

臭さもすっかり消えるばい。

安心介護 応援コーナー！

　 い つ か は 迎 え る 日 だ と 予 想
は し て い て も 、 実 際 お 年 寄 り
が 倒 れ た り 、 病 気 に な っ て 初
め て 、 介 護 と む き 合 う 人 が ほ
と ん ど で し ょ う 。 そ の と き 、
う ろ た え な い で 、 介 護 の 態 勢
作 り を す る た め の 基 本 的 な 、
そ し て 押 さ え て お き た い ポ イ
ン ト を あ げ ま す 。 最 初 に 態 勢
作 り を し て お く こ と が 、 長 期
戦 に な る か も し れ な い 介 護 を
支 え る の で す 。

① 情 報 収 集 ・ 相 談
　 　 何 も わ か ら な い 、 知 ら な い
　 こ と ほ ど 不 安 な も の は あ り ま
　 せ ん 。 市 の 担 当 課 、 福 祉 事 務
　 所 、 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー 、
　 社 会 福 祉 協 議 会 、 民 生 委 員 な
　 ど 相 談 窓 口 を 通 じ て 介 護 に 関
　 す る 情 報 を 集 め ま し ょ う 。
② 同 居 か 別 居 か
　 　 お 年 寄 り が 事 故 や 病 気 で 入
　 院 、 退 院 と 共 に 同 居 、 と い う
　 の が 最 も 多 い ケ ー ス で は な い
　 で し ょ う か 。 同 居 が 必 ず し も
　 お 年 寄 り に と っ て 幸 せ と は い
　 え な い こ と も あ り ま す 。 最 初
　 に 本 人 も 交 え 、 兄 弟 間 で し っ
　 か り 話 し 合 っ て お き ま し ょ う 。
③ 介 護 ｷ ｰ ﾊ ﾟ ｰ ｿ ﾝ と 周 囲 の 協 力
　 　 お 世 話 の 方 向 づ け を 一 つ に
　 す る た め 、 キ ー パ ー ソ ン （ 主
　 介 護 者 ） を 決 め 、 そ の 人 を 中
　 心 に 周 り が 協 力 し て い く 形 が

　 よ い で し ょ う 。 人 手 の 協 力 、
　 経 済 面 の 協 力 、 も し も の と き
　 の 連 絡 網 な ど も 決 め て お き ま
　 し ょ う 。
④ 住 宅 環 境 は ど う か
　 　 手 す り を つ け る 、 段 差 を な
　 く す 、 滑 ら な い 工 夫 を す る 、
　 車 イ ス で も 移 動 で き る よ う に
　 す る 、 な ど が で き て い れ ば 介
　 護 者 も 安 心 で 、 介 護 し や す く
　 な り ま す 。
⑤ ど ん な 介 護 サ ー ビ ス が 利 用 　
で き る か 。
　 　 介 護 を す る ま で は 地 域 の 介
　 護 サ ー ビ ス に つ い て は ほ と ん
　 ど 知 ら な い の が 普 通 で す 。 ぜ
　 ひ 調 べ た り 、 相 談 し て み ま し
　 ょ う 。 ま た 、 介 護 用 品 の 支 給
　 や 住 宅 改 造 費 の 貸 付 な ど も あ
　 り ま す の で 、 利 用 で き る も の
　 は 申 請 し ま し ょ う 。

　
　
　
　
　
　

新
年
度
に
な
り
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　

を
き
っ
た
方
も
、
よ
う
や
く
環
境
に
な

　
　
　
　
　

れ
て
き
た
頃
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　

か
く
ゆ
う
私
も
そ
ん
な
一
人
で
す
が
、

こ
の
ひ
と
月
は
、
バ
タ
バ
タ
と
忙
し
く
時
間
が
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
メ
タ
ボ
と
サ
ヨ
ナ
ラ
で

き
な
い
の
は
ど
う
し
て
・
・
・
。　
　
　
　

智

※
こ
の
よ
う
な
、
あ
な
た
の
身
近
で
あ
っ
た
ち
ょ

　

こ
っ
と
い
い
話
を
募
集
し
ま
す
。

　

３
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
て
、
雲
仙
市
社
会
福

祉
協
議
会
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

※ 雲仙市社会福祉協議会広報誌「にじ」は、今号より２ヶ月に１回の発行とさせていただきますので、ご了承下さい。
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